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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞膜から核への分裂促進シグナルの伝達に関与する。海馬ニューロンのシナプス後応答において役割を果たす可能性がある。甲状腺がん、皮膚メラノーマで頻繁に変異し、低頻度ではあるが様々なヒトがんでも変異が認められる。活性化ループのリン酸化を模倣する活性化変異は、悪性黒色腫検体の60%に認められる。Raf変異は、一般的にRas活性化変異のみに認められる。細胞膜から核への分裂促進シグナルの伝達に関与するタンパク質キナーゼ（可能性が高い）。MAP2K1をリン酸化することで、MAPキナーゼシグナル伝達経路を活性化する（PubMed:21441910、PubMed:29433126）。海馬ニューロンのシナプス後応答において役割を果たす可能性がある（PubMed:1508179）。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	(1)ヒト脳溶解物、(2)HepG2細胞溶解物におけるB Raf発現のウエスタンブロット解析。

